


ぷらトモってなあに？
みなさん、こんにちは。『ぷらトモ』は幼児科のお母さんお父さんたちと身近に

なりたい、仲よくなりたいという想いで 2014 年に発行されました。「『ぷらいま

りー』のともだち」だから略して『ぷらトモ』です。よろしくお願いします！

ヤ マハ 音 楽 教 室 の 願 い

Message
from 

puratomo

グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
が
楽
し
か
っ
た

と
い
う
豪
ノ
山
関
で
す
が
、
５
歳
の

と
き
に
相
撲
に
出
会
い
ま
す
。

 

「
そ
も
そ
も
小
さ
い
頃
か
ら
体
が
大

き
く
て
、
親
が
体
を
動
か
す
ス
ポ
ー

ツ
も
や
ら
せ
た
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

地
元
の
寝
屋
川
市
で
あ
っ
た
わ
ん
ぱ

く
相
撲
に
参
加
し
た
の
が
、
相
撲
と

の
出
会
い
で
し
た
」。

　
初
め
て
の
相
撲
は
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
後
、
毎
週
土

日
に
相
撲
教
室
が
開
か
れ
て
い
る
と

聞
い
て
、
小
学
校
1
年
生
か
ら
相
撲

教
室
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

「
相
撲
は
一
瞬
の
勝
負
。
そ
の
一
瞬

音
楽
の
楽
し
さ
を

恩
師
が
教
え
て
く
れ
た

幼
少
時
か
ら
兄
と
妹
と

３
人
で
ヤ
マ
ハ
へ

　
ヤ
マ
ハ
に
は
、
2
歳
か
ら
通
い
始

め
、
幼
児
科
、
ジ
ュ
ニ
ア
科
へ
と
進

み
、
そ
の
後
5
年
生
ま
で
ピ
ア
ノ
の

個
人
レ
ッ
ス
ン
を
習
っ
て
い
た
と
い

う
豪
ノ
山
関
。

 

「
2
つ
上
の
兄
と
、
2
つ
下
の
妹
と

3
人
で
ヤ
マ
ハ
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

母
が
音
楽
が
好
き
で
、
そ
れ
で
習
わ

せ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
家
に
は
ピ
ア
ノ
が
あ
り
、
お
母
さ

ま
に
教
わ
っ
た
記
憶
も
あ
る
そ
う
。

　
ヤ
マ
ハ
で
は
発
表
会
に
出
た
り
、

豪ご
う

ノの

山や
ま

登と
う

輝き

さ
ん

力
士

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室

O
B
&
O
G
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

PRIMARY

FRIENDS

OB&OG

INTERVIEW

音 楽 の 持 つ 力 を 信じ て

人は落ち込んでいる時や、悲しい時に音楽に救われます。

また、嬉しい時や楽しい時は、

音楽がその気持ちをさらに盛り上げてくれます。

そんな「音楽」のすばらしさを伝えたい、という気持ちから

ヤマハ音楽教室では、教材やカリキュラム、講師の指導方法についても、

常にこだわりをもって研究・開発を進めてきました。

幼児期からヤマハ音楽教室に通うことで身につけた音感をベースに、

音楽を楽しめるようになってほしい。

大人になっても変わらずに楽しんでほしい。

ヤマハ音楽教室は、いつもそういう気持ちで音楽教育に

取り組んでいます。
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に
か
け
て
毎
日
稽
古
を
し
ま
す
。
そ

ん
な
勝
負
の
世
界
が
好
き
」
と
い
う

豪
ノ
山
関
は
、
地
元
大
阪
や
近
畿
地

区
で
も
優
勝
し
て
、
ど
ん
ど
ん
頭
角

を
現
し
ま
す
。

　
小
学
4
年
生
か
ら
全
国
大
会
に
出

場
し
、
稽
古
も
ハ
ー
ド
に
。
指
や
腕

の
怪
我
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
そ

う
で
、
ヤ
マ
ハ
に
は
ギ
プ
ス
を
巻
い

て
行
っ
た
こ
と
も
。

　
2
歳
の
時
か
ら
習
っ
て
い
た
阿
江

先
生
の
レ
ッ
ス
ン
が
と
に
か
く
楽
し

か
っ
た
の
で
、
先
生
に
会
い
た
く
て

ヤ
マ
ハ
に
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ

る
そ
う
。

 

「
演
奏
は
全
然
上
手
で
は
な
か
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
発
表
会
で
も

『
あ
、
や
べ
、
俺
ズ
レ
て
ん
な
』
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
レ
ッ
ス

ン
が
楽
し
く
て
。
グ
ル
ー
プ
の
み
ん

な
と
も
仲
が
良
く
、
行
く
の
が
嫌
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
、
一
度
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
中
学
生
に
な
っ
て
も
妹
さ
ん
が
ヤ

マ
ハ
を
続
け
て
い
た
の
で
「
ピ
ア
ノ

の
音
が
家
で
鳴
っ
た
り
す
る
と
懐
か

し
く
て
た
ま
に
触
っ
て
弾
い
た
り
し

て
い
ま
し
た
」。

　
時
々
阿
江
先
生
に
会
い
に
行
っ
た

り
、
今
で
も
交
流
は
続
い
て
い
る
そ

う
で
、「
先
生
と
の
交
流
が
心
の
支
え

に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
高
校
は
、
埼
玉
県
に
あ
る
埼
玉
栄

高
等
学
校
に
進
学
し
、
実
家
を
出
て

寮
生
活
に
。

　
中
央
大
学
に
進
学
し
4
年
生
で
は

学
生
選
手
権
で
個
人
で
準
優
勝
し
、

大
学
卒
業
後
は
境
川
部
屋
に
入
門
。

2
0
2
1
年
3
月
場
所
で
初
土
俵
を

踏
み
ま
し
た
。

ヤ
マ
ハ
で
身
に
つ
い
た

人
間
関
係
の
作
り
方

 

「
発
表
会
で
大
舞
台
に
立
っ
て
い
た

の
で
、
度
胸
が
付
い
た
ほ
か
、
協
調

性
や
グ
ル
ー
プ
活
動
、
挨
拶
の
基
本

憧
れ
だ
っ
た

相
撲
の
世
界
へ

　
小
学
校
低
学
年
の
頃
に
相
撲
部
屋

で
本
物
の
力
士
を
見
て
、
強
い
憧
れ

を
抱
き
、「
絶
対
力
士
に
な
る
」
と

意
志
を
固
め
て
い
た
そ
う
。
し
か
し
、

大
会
や
稽
古
で
ピ
ア
ノ
と
の
両
立
が

難
し
く
な
り
小
学
校
5
年
生
の
と
き

に
ヤ
マ
ハ
を
卒
業
し
ま
す
。

 

「
親
は
一
度
始
め
た
こ
と
は
途
中
で

辞
め
な
い
と
い
う
方
針
で
、
空
手
も

長
く
続
け
て
い
た
の
で
す
が
、
本
当

に
相
撲
が
や
り
た
い
と
い
う
の
を
理

解
し
て
く
れ
、
結
果
的
に
相
撲
一
本

に
な
り
ま
し
た
」。

　
中
学
校
で
は
柔
道
部
に
所
属
。
大

会
に
出
場
を
す
る
た
め
に
校
長
先
生

に
お
願
い
を
し
て
、
相
撲
部
を
創
設

し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
が
、「
実
質

部
員
が
自
分
１
人
な
の
で
、
柔
道
部

に
入
っ
て
体
を
鍛
え
て
い
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

な
ど
、
ヤ
マ
ハ
で
学
ん
で
き
た
こ
と

が
、
自
分
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、「
阿
江
先
生
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
、『
何
事
も
や
る
か
ら
に
は

楽
し
ん
で
取
り
組
も
う
』
と
い
う
こ

と
は
、
今
で
も
自
分
の
中
で
の
信
条

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
今
の
目
標
は「
大
関
、
関
脇
、
小
結

の
三
役
を
目
指
す
こ
と
。
こ
れ
か
ら

上
位
の
力
士
た
ち
と
も
ど
ん
ど
ん
当

た
っ
て
い
く
の
で
、
し
っ
か
り
勝
ち

越
し
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　
ヤ
マ
ハ
の
保
護
者
へ
は
「
お
子
さ

ん
が
将
来
音
楽
の
道
に
進
む
か
は
わ

か
ら
な
く
て
も
、
ヤ
マ
ハ
で
学
べ
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
分

も
、
い
い
先
生
に
出
会
え
た
り
、
生

き
て
い
く
た
め
の
基
本
が
身
に
付
き

ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が
楽
し
く
通
え

る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

PRIMARY

FRIENDS

OB&OG

INTERVIEW

Gounoyama 
Touki
＊

1998年大阪府生まれ。武隈部屋所属。
小学校4年生～6年生まで、わんぱく相
撲全国大会と全日本小学生相撲優勝
大会に3年連続出場。中学では全国中
学校体育大会に出場。埼玉栄高校に
進学し、中央大学へ進学。1年生で全
国学生相撲選手権大会ベスト32、4年
生で学生選手権で個人準優勝。卒業
後は境川部屋に入門。2021年3月場所
で初土俵を踏む。幕下優勝1回、十両
優勝1回、敢闘賞1回、現在東前頭4枚目。
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ー

児
期

ユ

ニ

＊上記に加えて、個人レッスンを追加できる
　オプションレッスンもあり、演奏力向上や
　グレード取得などに対応します。
＊各コースの開講状況は、会場によって異なります。

● グループレッスンと
 個人レッスンの併用
● グループレッスン
● 個人レッスン（ピアノまたはエレクトーン）

ジュニア専 門コース

専門的な教育を受けたい人のためのコース
で、グループレッスンと個人レッスンの併用
（2年目まで年40回、以降は月3回）で行いま
す。演奏・創作ともにハイレベルな音楽力を
身につけていきます。このコースに進級す
るためにはオーディションがあります。

グループ 個 人

童

児童期には5つのコースがあります。

幼児科2年目の今ごろは、

そろそろ進級コースを選ぶ時期。

児童期にはどんなコースがあるのか、

どんな世界がひろがるのかを

ご紹介します！

バ
ひろがる！

ジュニア
ピアノコース

マンツーマンでジャンルを超えた幅広
いレパートリーを学ぶことで、確かな演
奏力を身に付けつつ、アレンジ力や楽典
についての知識も学んでいきます。個人
レッスン（月３回）のみのコースです。

個 人

ジュニア
エレクトーン

コース

エレクトーンならではの多彩な音色を操
作しながら、豊かな表現力とアレンジ力
を身に付けていきます。個人またはグル
ープでのレッスン（月3回）になります。

グループ 個人または

児童期のレッスンの形態は3通りです

特 集

ス

ジュニア
総 合コース

グループレッスン（月3回）と個人レッスン
（月1回、2回、3回から選択）の併用コース。弾
くだけではなくソルフェージュ学習や、仲間
とのアンサンブルなどで、総合的な音楽力を
伸ばしていきます。確かな鍵盤演奏力やその
子ならではのアレンジ力も磨いていきます。

グループ 個 人

ジュニア
アンサンブルコース

ジュニア総合コース同様、ソルフ
ェージュ学習やアンサンブルを行
うことで総合的な音楽力をつけて
いきます。レッスンはグループレ
ッスン（月３回）のみです。ジュニ
ア総合コースにくらべてゆとりの
ある進度で進んでいきます。

グループ
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 「一人のレッスンは寂しい」という本人の希望と、「アン
サンブルを楽しんでほしい」という親の想いもあって、
ジュニアアンサンブルコースへ。
 「 1年生のときは学校も遠いし、ヤマハとの両立が結構
大変だったけど、今は慣れてレッスンは楽しいです」。
　幼児科との違いは、「レパートリーがたくさんあって楽
しいこと。エレクトーンでベースをつけて弾けること」。

Topics

Topics

　コロナ禍で家にいることが多く、
ギターを弾き始めたのがきっかけで
ヤマハのギターレッスンへ。
  「もっと音楽について学びたい！」
と今はジュニアスクールのギターと
ジュニア専門コースに通っています。
  「楽器が弾けるようになるとうれし
くて、思いついた歌詞にギターやピ
アノで曲をつけたり、どんどんいろ
いろなことをしたくなります。将来
の夢はギタリスト＆シンガーソング
ライターでスターになること！」。

　小学校 1年生のときはジュニア総合コースに
在籍していましたが、本人の「もっとやりたい」
という気持ちを汲んでジュニア専門コースへ。
 「いろいろなジャンルの曲が体験できるから、
個人はエレクトーンを選びました」。
　今はミュージカルのレッスンにも通っていて
将来の夢は「音楽でみんなを笑顔にする人！」

レパートリーも楽しい！

幼児科の修了時には、「幼児科音楽基

礎グレード」といって、2年間で身

につけた力を、生徒と保護者と担当

講師で確認し、幼児科以降の学習目

標を明確にするグレードがあります。

児童期では、進級したコースの年次

や修了時に合わせて、「ピアノ演奏グ

レード」または「エレクトーン演奏グ

レード」の取得をめざします。

目標とする級の目安は
こちらから

グレードにも
挑戦できます

洞口愛理さん（小4）・優希さん（6才）・
勢津子さん［ 東京都／スガナミ楽器 ］
父親がエレクトーンを習っていたのが
きっかけでヤマハに。エレクトーン大好き！

ジュニア専門コース

可 能 性

無 限 大 ！
グレード 7級を取得するとどんな

風に幅広く音楽を楽しめるように

なるのか、高学年のレッスンの様

子を通して紹介しています。

グレードの 7 級を取得すると
さらに音楽の世界がひろがります

Youtubeは
こちら

和氣夏子さん（小2）・夏彦さん
［ 千葉県／伊藤楽器 ］
休日には、地元の音楽イベントに
呼ばれて演奏することも。

ギ
タ
ー
の

レ
ッ
ス
ン
も

幼児科音楽基礎グレード

エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
グ
レ
ー
ド

ピ
ア
ノ
演
奏
グ
レ
ー
ド

6
級

10
級

丸山陽大さん（小3）・真理子さん
［ 北海道／ヤマハミュージックリテイリング札幌店 ］
ヤマハにはぷっぷるクラスから。
工作や読書も好きで、将来の夢は「本屋さん」。

ジュニアアンサンブルコース

 「友達と何かを一緒にやることが好き」だったのと
「個人があるとより上達するよ」と母親からのアド
バイスもあってジュニア総合コースへ。
　レッスンは、「アンサンブルがみんなでうまく弾
けたときが楽しい。個人のときは、先生と 1対 1な
ので 30分、集中して弾いています」。
　コンクールにも 1年生のときから出ており、「コン
クールは、出ると上手になるのがいいところです」。

有本若菜さん（小3）・京子さん
［ 愛知県／日響楽器 ］
おんがくなかよしコースからヤマハに。
将来の夢はアナウンサー。

コンクールにもチャレンジ！ジュニア総合コース

ひ ろ が る
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Topics

幼少＆小学校時代にヤマハで学

んできた ”コト”が、今の自分に

どう繋がっているかに迫るドキ

ュメンタリー。16歳～22歳の先

輩OBOGが登場しています！

『奏デンジャー外伝』
もあります！

Youtubeはこちら

長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う

そ
の
子
に
合
わ
せ
た
選
択
を

　
小
学
校
に
入
る
と
、
お
子
さ
ん
の

生
活
も
が
ら
っ
と
変
わ
り
ま
す
。日
々

の
ル
ー
テ
ィ
ン
の
中
に
ヤ
マ
ハ
の
家

庭
学
習
を
ど
こ
に
組
み
込
む
か
な
ど

生
活
の
見
直
し
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
コ
ー
ス
選
び
は
、
保
護
者
の
方
の

意
向
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
子

さ
ん
に
ど
の
コ
ー
ス
が
合
っ
て
い
る

か
、
今
の
担
当
の
先
生
と
、
先
を
見

据
え
て
よ
く
相
談
し
て
み
る
と
い
い

で
し
ょ
う
。

　
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
た
め

に
、
各
コ
ー
ス
の
テ
キ
ス
ト
を
実
際

に
見
る
な
ど
し
て
も
い
い
で
す
ね
。

You Tu b e rとして
活躍する先輩も！

　数値では測れない、人が生きていくために
必要な力を「非認知能力」と言い、近年注目
を浴びています。
　実は、ヤマハ音楽教室のグループレッスン
や「総合的な音楽力を育てる」といった目標
には、非認知能力を育む要素がたくさん含ま
れています。
　具体的には、グループレッスンでは他者と
関わる力や感情をコントロールする力を、総
合的な音楽力を育てる過程では、豊かな音楽
的感性とともに、好奇心やチャレンジする力
といった非認知能力が育てられています。
　保護者の方は「できる・できない」だけで判
断せず、お子さんの様々な才能が開花してい
く様子を楽しみながら長い目でお子さんの成
長に寄り添ってもらえるといいと思います。

非認 知能力も身に付きます！

　6人兄弟姉妹の 4番目で、全員が幼
児科からジュニア専門コースに。
 「お母さんのおなかの中にいたときか
らヤマハに行くのは決まっていたと思
います（笑）」。
　出演している兄たちが賞を取ってい
るのを見ていて、自然と「自分も挑戦し
たい！」と思うようになり、YJPCをは
じめ JOCにも出演しています。
 「お辞儀をするまでは緊張しているの
ですが、演奏が始まるとそこに集中で
きます。学校で前に出たり、積極的に
発表できるのも、コンクールやイベン
トでの経験が役立っていると思います」。

コンクールや
イベントにも参加！

りっちゃんさん［ 関東在住 ］
夢はエレクトーンとピアノの二刀流で
演奏家や作曲家になること。

徳永響律さん（小4）・美穂さん
［ 福岡県／ヤマハ西新センター］
物を作るのが大好きで、
最近はまっているのは折り紙。

　3歳からヤマハを始め、今はジュニ
ア専門コースに通う小学生でありなが
ら、『りっちゃんの音楽 channel』とい
う登録者数約 20万人の YouTube番組
でも人気のりっちゃん。
 「YouTubeは小学 2年生のときに始め
たのですが、見ていてくれる方が応援
してくれたり、YouTubeがきっかけで、
普段会えないような方たちとコラボで
きるのは楽しいです」。
　また、自分が音楽を頑張ることで、
「音楽のよさをたくさんの方が知ってく
れるといいなとも思っています」とも。

國光みどり
先生

（豊岡短期大学 
こども学科 准教授）

ヤマハ音楽教室システム講師を
経て研究職の道へ。

専門は音楽を通した乳幼児教育。

萩原由加李
先生

［ 群馬県／ヤマハミュージック
リテイリング高崎店 ］

自身もヤマハ出身。レッスンでは
一人ひとりの成長をよく見た
声がけを心がけているそう。

ひ ろ が る

可 能 性

無 限 大 ！

コース選びのポイント
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Score

ジングルベル ""
作詞：宮澤章二
作曲：J. ピアポント
編曲：清澤久恵

こうやって
遊ぼう！

How To Play 羊毛フェルトの挿絵・イラスト作家として活躍

しているYOMOさんによるサンタクロースさ

んです。楽しいクリスマスを想像しながら歌っ

たり弾いたりしてみましょう。

参考音源は
こちら

I l l u s t r a t e d  by 
Y O M O

S A N

T h e  W o r l d  O f
C h i l d r e n ' s  S o n g s

ジングルベル" "

JASRAC 出 2308435-301
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っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。（
神
奈
川

県
　
み
ょ
う
じ
ん
さ
ん
）

　
私
は
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
こ
と
も
な
け

れ
ば
楽
譜
も
読
め
な
い
の
で
す
が
、
子

ど
も
と
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
う
ち
に

少
し
ず
つ
弾
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
っ
そ
り
練
習
し
て
一
緒
に
弾
く
の
が

夢
で
す
。（
京
都
府
　
詩
歌
さ
ん
）

　
お
ん
が
く
な
か
よ
し
コ
ー
ス
の
時
は

よ
く「
行
き
た
く
な
い
！
」と
言
っ
て
い

た
の
で
や
め
よ
う
か
と
思
っ
て
ま
し
た

　
週
一
の
レ
ッ
ス
ン
は
夫
に
下
の
子
を

預
け
て
、
娘
と
二
人
で
通
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
下
の
子
の
お
世
話
に
か
か
り

き
り
に
な
る
毎
日
な
の
で
、
1
時
間
の

レ
ッ
ス
ン
と
行
き
帰
り
の
道
中
で
の
娘

と
の
時
間
が
と
て
も
貴
重
に
感
じ
て
い

ま
す
。（
東
京
都
　
さ
よ
さ
ん
）

　
姉
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
た
の
で
、
幼

児
科
に
通
っ
て
い
る
妹
と
一
緒
に
会
場

で
演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。
広
い
ホ
ー
ル

で
の
堂
々
と
し
た
姉
の
演
奏
は
印
象
に

残
っ
た
よ
う
で
、「
小
学
生
に
な
っ
た
ら

同
じ
曲
を
弾
き
た
い
！
」
と
。
こ
れ
か

ら
も
、
コ
ツ
コ
ツ
と
レ
ッ
ス
ン
を
頑
張

　
成
長
と
共
に
声
帯
が
発
達
し
、
先
生

の
真
似
を
し
た
り
弾
き
な
が
ら
歌
っ
た

り
し
て
、
次
第
に
正
し
く
歌
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
今
は
想
像
力
豊

か
に
楽
し
く
歌
い
、
歌
う
こ
と
が
好
き

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ヤマハ音楽教室
にまつわる
そぼくな疑問

Q & A 
about

Yamaha
「ぷらトモひろば」では、全国の生徒のみんなや、

お母さん・お父さんたちからの
すてきなお便りを紹介したりヤマハ音楽教室にまつわる

素朴な疑問に一生懸命答えたりするよ。
もっとわたしたちのことを知ってほしいから。

ぷらトモひろば

Puratomo Square

が
、
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
続
け
た
と
こ
ろ
、
幼
児
科
に
な
っ
て

か
ら
は
一
度
も
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
先

生
が
い
つ
も
い
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ

る
の
で
、
心
強
い
で
す
。
そ
し
て
先
生

に
感
謝
で
す
。（
埼
玉
県
　
ま
こ
と
ん
さ

ん
）

　
レ
ッ
ス
ン
中
の
発
表
で
緊
張
し
な
が

ら
も
、
弾
き
終
え
た
時
の
笑
顔
に
成
長

を
感
じ
ま
す
。（
千
葉
県
　
ま
ゆ
ま
り
マ

マ
さ
ん
）

憧
れ
の
ホ
ー
ル

マ
マ
を
1
人
じ
め
！

ド
キ
ド
キ
に
こ
に
こ

先
生
も
う
れ
し
い
な

Onpyu Story
　
こ
の
時
期
の
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
、

正
し
い
音
程
で
歌
う
こ
と
は
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 A. 

徐
々
に
歌
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
︑

 

楽
し
く
歌
う
機
会
を

 

増
や
し
ま
し
ょ
う

 A. 

ま
ず
は
楽
し
く
弾
く
こ
と
を

 

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
︒

 Q. 

歌
の
音
程
が
合
い
ま
せ
ん
︒

 

こ
の
先
合
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
？

 

︵
北
海
道 

あ
さ
あ
ん
さ
ん
︶ 

 Q. 

家
で
は
指
番
号
を
変
え
て

 

弾
き
や
す
い
よ
う
に

 

弾
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
︙
︙
︒

 

︵
埼
玉
県 

う
り
さ
ん
︶ 

　
ご
家
庭
で
も
弾
こ
う
と
い
う
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
、
楽
し
く
歌
っ
て
弾
き

ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
上
で
、
レ
ッ
ス
ン
で
先
生
が
ど

ん
な
こ
と
を
話
し
て
い
た
か
、
一
緒
に

思
い
出
し
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

主婦。10歳の男の子のママ。漫画『おし
ゅしだよ』（KADOKAWA）が話題に。

作：やばい

ぷっぷるクイズ
Pupple Cornerまちがいが5つあるよ！

さがしてみてね。

連
弾
に
挑
戦
！

放送情報

・『ヤマハ JOCチャンネル』  
   （YouTube）

・ケーブルテレビ（全国1 1局）

※URL、放送局、時間はサイトを確認ください。
※新しいMCの発表は2024年1月を予定。

奏デンジャー
再生リストは
こちらから

「奏デンジャーⅢ」が
放送決定！

　ヤマハ音楽教室の魅力を楽し

く伝える番組『～音楽ヒーロー・

ヒロイン～「奏デンジャー」』の

シーズン3の放送が決定しました

（2024年2月～3月／全8回）。番組

は実際の教室をMCが訪問し、生

徒の皆さんとレッスンを体感す

る企画の他、今シーズンからは、

現役生徒さんの日常に密着した

映像も放送される予定です。さら

に新たなMCも登場予定！

©YAMAHA MUSIC FOUNDATION

［こたえ］

や
っ
て

み
よ
う
！

Information
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【個人情報について】いただいたお名前、ご住所、ご連絡
先などは、誌面掲載のご連絡やプレゼントのお届けに必要な
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ぶ
ど
う
の
パ
ン

私
も
弾
い
た

我
が
子
も
弾
い
た

福
岡
県　

ア
ヤ
ミ
さ
ん

愛
知
県　

あ
か
り
ん
ご
の
母
さ
ん

寝
言
で
も

歌
っ
て
い
る
よ

ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ

幼
稚
園

帰
る
と
す
ぐ
に

ピ
ア
ノ
へ
G
O
！

香
川
県　

り
ん
り
ん
さ
ん

おもしろヤマハ川柳
Humorous Poem

テーマ

「子育てあるある」

＊

『アンケート&お便り』募集！
Wanted

『ぷらトモvol.36』の記事について、みなさんのご感想、ご

意見を募集中です。『ぷらトモ』を一緒に作ってくれる「ぷ

らトモ隊」への応募もこちらから！

 1 . ヤマハ音楽教室や子育てに関するエピソード
2. ヤマハ音楽教室にまつわるそぼくな疑問
3. 子育てあるある川柳　を募集しています。

応募は以下のアドレスかQRコードから。

https://jp.research.net/r/KBFPBST
（応募は2024年2月末日まで）

大
判
ハ
ン
カ
チ
を

全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

抽
選
で
1 0
名
様
に

ぷ
っ
ぷ
る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ぷらトモ　vol.36　2023冬　令和 6年 1月 1日発行　通算 36号
イラスト：こいずみめい（特集部分）
撮影：森安照（豪ノ山関さんインタビュー部分）
アートディレクション：寄藤文平　
デザイン：三浦裕一朗（文々研）
　　　　　周佐直彰（Mo-Green Co.,Ltd.）
　　　　　垣内晴（文平銀座）
企画・編集協力：門前貴裕（株式会社アンテポルタ）
　　　　　　　　下関崇子
　　　　　　　　長谷川華（はなぱんち）
印刷：共同印刷マーケティングソリューションズ株式会社
発行所：一般財団法人ヤマハ音楽振興会
　　　　〒 153-8666東京都目黒区下目黒 3-24-22   
　　　　 0570-075-808 
発行人：串田厚司

編 集 後 記　そういえば、最初『冬のソナタ』の「ソナタ」
は「其方」と思っていました。てっきり平安時代からタ
イムスリップする日本のドラマかと思いました。（アー
トディレクター 寄藤文平）／最近気になり始めていた
相撲。今回のOBOG取材をきっかけに、ますます相撲に
興味津々！（編集＆ライター 長谷川華）／特集取材では、
幼児科のレッスンで芽生えた生徒さんたちの好奇心が、
小学生になりみるみる開花していく様子が伝わるお話
をきかせていただき、まさに「可能性は無限大」を実感し
ました！（ヤマハ音楽振興会ぷらトモ編集C）

抽選で 1 名様に
豪ノ山関さんの
直筆サインを
プレゼント！


